
次期防衛通信衛星の整備について

○ 防衛省・⾃衛隊は、Ｘバンド防衛通信衛星「きらめき」３機体制で指揮統制にかかわる基幹通信を確保して
いるが、「きらめき２号」は令和１２年度に、「きらめき１号」は令和１４年度に運⽤が終了することから、その後
継となる次期防衛通信衛星及び関連器材を整備する。

○ 次期防衛通信衛星では、電波妨害といった周辺国の妨害能⼒の向上に対する更なる抗たん性の強化、今後
も増⼤が⾒込まれる通信所要への対応、同盟国・同志国との相互運⽤性を確保する。

○ 防衛省・⾃衛隊の作戦全ての基盤を提供する通信衛星であるため通信の秘匿性を確保するとともに、国内宇
宙産業基盤の育成・強化を図っていく観点から国産により取得する。

事業概要

※令和８年度以降のスケジュールについては全て予定

【現⾏の体制】 【スケジュール】

 契約相⼿⽅︓三菱電機株式会社
 契約⽇ ︓令和８年２⽉６⽇
 契約⾦額 ︓１，２３５億円

【契約状況】
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